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レーダによるロケット航跡標定結果

（レーダ研究班）
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　　　　　　　　　　1．序

ここに記述するレーダ航跡標定結果は前報以後現在ま

で，すなわち昭和36年7月より昭和37年12月に至

る期問に，道川実験場および鹿児島宇宙空間観測所にお

いて打ち上げられたカンパロケットの航跡のレーダによ

る標定結果をまとめて報告する・

　　2．標定方法および地上設備の変更について

カッパロケ7卜用レーダの方i弍および縫造などについ

ては，すでに本誌に紹介されているので，ここではその

後の改良と，補充機器の概要のみを記述する．

艇跡標定結果は37年5月まですたわちK・－8－10号機

までL秋田県道川実験場にオざいて，37年8月よりすな

わちK－8L－1号擬以後K・－8－11号機までは鹿児島宇宙

空間観測所において実験されたものである，鹿児島実験

培は道川実験場に比し，地形的考慮示必要なため，以下

に示すような補正計算をしなければならない．迫川実験

肋場合はほとんど無視できた．

｛器響

そこで，ro・・O．3krn　O＝　78°49’

　Xo＝ro　sin　o”＝－O．　29　km

　Jo＝r。　co5δ富O．06　k雄｝＝o　・・　O，3km

　rt＝レーダ直距離km　〆コ〆CQSθ’

R：レータ～点，　L：ランチャ点

なおランチ＋点とレーグ点の高低差は無視．

　上式にレーグ点に

対するロケット位置

の仰角，方位角とロ

ケット，レーダ点間

の直距離をおのおの

の記録紙より読み出

し，おのおのの数値

を代入してロケ7ト

の航跡を算出する．

　ロケットの大型化

につれて遠距離にお

けるロケット航跡標

定の必要上，

　　．〉（

　〆’り。、

，；1，．2

話　．．．．一．．一一r

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　図

　　　　　　レーダの標定範囲拡大のため種々の改良と

あらたにレーダ地上設備が加えられた．

　従来のレーグ装置にあらたに自動追尾測距装置を補充

した．これは測距々離ρ拡大と測距自動化が行なわれた

ものである．従来のものは約40Dkmであったものを約

600　kniまで測距追跡を可能にした．また前者（従来の

もの）は記録用に8ミリカメラを使用する関係上，時間

的に最大430・－44⑪秒に制限さ才tるので，それ以上の航跡

は正確には求められない欠点があったが，後者は記録器

によリチャ　一一トにi1｝S一出すためこの欠点が除かれた．

鋸1表　K－8－8よりK－8－11号機に歪るロケットの航跡標定結果概要
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一　捌方向Nよ一り一cw－：

（152）t　132e39　f　270secにてトランス

52・・7fiAtT向NよりCWユ25・3。’…

　　　＿．．＿＿＿．＿一一　　　一．＿一＿＿．．＿．＿　　　　1

　　　　鹿児島　　　　　　　　…
　　　発射方向NよりCW　150°　　旨

85



256

時　間
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　　　　　　弟2表　力
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　　また，新たに地．．ヒ設備として直1径4mのパラボラアン

テナを持つ大型自動追尾レーダ装置を漣設した．装置の

詳細ぱ、（本誌75ページ）

みを記述するにとどめる，
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に紹介するので，その特e「°
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茸「‘3表　　発射方向より儒差距離
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　　第4裏　　ヵッパ9L－2号機の航跡
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・10．8は鞘射方向より北へO，8kmずれたことを示す

1）1，　500　km以上の追跡が可能である．そのため

　送僑電力を500kWにした．

21応答を極力急速にして，各種ロケットの追跡に

　十分な能力を持たせてある．最大追尾速度，A，軸

　5⑪度／sec，　Es軸30度／sec，　Range　25　km／sec．

31i　2次レーグとしてのみならず，1次レーダとし

　ても使用できtモの切菩は随時可能であり，地上

　送信周波数は自動的に受信周波数に変更される，

41送信周波数の切替および偏波を円偏波と直隷傭

　波に切り替えることが自動的にできる．

5）周波数ぱ従来の1，　680　Mc，xs帯である．

6｝飛しょう径路が直ちにグラフとして描出される．

等である．

　　　3．航跡標定結果

レーダによって航跡標定が行なわれたロケットの名
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　　　　　　　　第2図　カッパロケットの航跡
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　　　，
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